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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・9/12（土）ふれあい秋祭り開催予定。サポートスタッフは各自仕事を確認すること。
・10/9（金）電気点検について。
　停電箇所　青南病院・本部　点検時間　14：30～16：30
　※電話・FAX・エアコン・パソコン・医療機器等すべてが使用できなくなる。又、青南病院にあるサーバーも止まることから、青南病院・本部以外の事業所（青陽館・南山苑・南陽館・南寿の里・青山荘・青風荘・こころすこやか財団・うみねこ幸房・五福・三沢事業所・悠湯の里の全ての事業所）もWiz・PHSが使用できなるため、注意すること。
＜利用者様情報＞

・植村　啓祐　様～統合失調症で当院通院中の30歳の方。本日デイケアの体験利用実施。スタッフの説明に静かに返答し、わからないことは質問できている。自らの話し掛けはないが、他利用者が作業している傍に行き、見学している。細かい作業に興味があるか聞くが、「苦手です。」とのこと。デイケアについては「通いたいと思います」と希望しており、来週木曜日再度体験利用予定としている。次回の体験利用で興味のある作業など引き出し、定期的に通えるように支援していく。

・繁名　和恵　様～本人より電話があり、風邪で「頭痛とぼーとする。心臓がドキドキする。」と話しており、状況を確認。体温35.7℃で世話人へは状況を伝えているとのこと。本日デイケア欠席となる。来所時は、風邪症状を観察していく。

・古舘　ヨリ　様～訪問看護より情報提供あり。皮膚にカンジタが見られているとのこと。入浴時等、他利用者へ感染する可能性もある為、来所時には皮膚状況を確認し、感染対策を行っていく。

・板橋　利美　様～本人より、朝来所時に鈴木真知子様から「警察に行くんだ」と言われたとの報告あり。本人は、「（相手の）部屋に入ったことも無いし触ったこともないから、よくわからない」とのこと。気にしてはいないと話しており、再度何か言われた際にはすぐ報告するよう伝えている。

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。朝通所の際、青陽館に行かず、青山荘方向へ歩いていくのを青風荘スタッフが発見し、スタッフ付き添いにて青陽館へ来所している。理由については「あまり青陽館に行きたくない」「街に行きたい」と話していたとのこと。来所時には本人の訴えを傾聴し、所在確認を徹底して行っていく。

・山田　隆雄　様～昨日夕食前、近くにいた利用者と接触した際に奇声を上げている。また、夕食後、ロッカー室から出る際に耳を両手で塞ぎ奇声を上げている。スタッフから声を掛けても返答はなく、いずれも近くにいた利用者様とはトラブルはない。その後、奇声を発することはない。来所時には本人の言動に注意し、適時介入していく。

＜外来情報＞

・奥山　以依子様～夜に編み物をしている様子で、睡眠が十分にとれていないとのこと。担当医より、しっかりと睡眠をとるように言われている。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（川口　尚良様）

実施日：H27年9月3日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：川井・慶長・馬場

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	川口　尚良
	性別
	男
	年齢
	50
	生年月日
	昭和40年1月1日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	ネフローゼ症候群、ヘモクロマトーシス、吃音

	治療方針（医師の指示）
	①再飲酒せず現在の生活を維持する。

	本人希望
	再飲酒せず現在の生活を維持する。

体調管理を行う。

単身生活に向けて、自立した生活を送れるようになる。

	家族希望
	再飲酒せず現在の生活を維持する。

体調管理を行う。

単身生活に向けて、自立した生活を送れるようになる。

	入院歴
	計1回（最終：平成17年8月～平成17年11月）

	通所歴
	　1回目

今回：H19年8月30日～現在　　（週4回/月・火・木・金曜日）

	住居：

借家
	家族構成：

お母様と同居

近隣に双子の弟が住んでいる

	利用制度
	生活保護
	年金　級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

	備考：事例検討に必要な情報を記載

以前は双子の弟との関係性は悪かったが、最近は悪くはない。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①再飲酒せず現在の生活を維持する。体調管理を行う。


	①ストレスや不満を溜めず、再飲酒しない。

不調の訴えを傾聴し、症状にあわせてバイタル測定や自律訓練法を実施していく。
	①ストレスや不満があると顔の表情に出すため、言葉で表現できるようになる。

　ストレスや不満がある際は、他者やスタッフに相談する。
	①ストレスや不満の対処法についてスタッフへ相談する。スタッフはストレスや不満の確認を行い、対処方法をアドバイスする。また、こだわりがありアドバイスを受け入れる事が困難な時は根気強く説明する。不調時は、原因は何なのか確認し、バイタル測定や自律訓練法を促す。

	②単身生活に向けて、自立した生活を送れるようになる。
	②必要最低限の家事動作が出来るようになる。
	②自宅で手伝いをする。（洗濯・掃除）
	②最低限の家事動作を行う。スタッフは自宅での過ごし方を確認し、家での役割を持てるよう関わる（主に掃除・洗濯）。また、無精ヒゲや義歯を外して来所する事があり、乱れが見られる際は指摘し、改善で きるよう促す。

	
	
	
	③就労への意欲を探す。スタッフは就労への意欲を持てるように就労プログラムへの参加を促していくが、本人の意志で参加するよう見守る。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度80％）
	今後の対応

	①ストレスや不満があると顔の表情に出すため、言葉で表現できるようになる。

　ストレスや不満がある際は、他者やスタッフに相談する。
	・不満として、特定メンバーが嫌いということ、風呂の温度や人数について話すことが多い。

・最近は調子が悪く、血圧測定を行っている様子が多く見られる。自律訓練法は自宅で毎日行っていると話す。
・飲酒欲求について「なくならないでしょ」「新製品に興味がある」と話される。また、祭り＝飲酒、バーベキュー＝飲酒と考えてしまうと話される。
・気のせいかもしれないが、帰宅時に飴をなめる事で飲酒欲求から逃れる事が出来ると話す。
	不満や不安から飲酒に繋がらないようにする必要がある。今後も目標計画を継続し、スタッフと相談しながら不満不安の早期解消を図っていく。

	②自宅で手伝いをする。（洗濯・掃除）
	・家事は殆ど母親に頼っている状態。最近は、自分が使用した食器は自分で洗っているとのこと。
・母親がインフルエンザで寝込んだ時に鍋も洗ってあげたいと思ったが、動悸がして出来なかったと話す。切羽詰まった状態ではなく、普段から鍋など洗い物を増やすよう説明するが「茶碗を洗ってやっているのに」との発言ある。
	今後の生活を考えると、家事等本人ができることを増やしていく必要がある。今後も目標計画を継続し、役割を増やして自宅でできることを増やせるよう関わっていく。

	就労について
	・就労について「やる気スイッチがない」と話される。プログラムの見学だけでもと説明するが、受け入れは難しい。

・同じ病名の利用者が就労することとなり、疾病教室にて就労の話になると下を向いている事が多い。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①再飲酒せず現在の生活を維持する。体調管理を行う。


	①ストレスや不満を溜めず、再飲酒しない。不調の訴えを傾聴し、症状にあわせてバイタル測定や自律訓練法を実施していく。
	①ストレスや不満があると顔の表情に出すため、言葉で表現できるようになる。ストレスや不満がある際は、他者やスタッフに相談する。
	①ストレスや不満の対処法についてスタッフへ相談する。スタッフはストレスや不満の確認を行い、対処方法をアドバイスする。また、こだわりがありアドバイスを受け入れる事が困難な時は根気強く説明する。不調時は、原因は何なのか確認し、バイタル測定や自律訓練法を促す。

	②単身生活に向けて、自立した生活を送れるようになる。
	②必要最低限の家事動作が出来るようになる。
	②自宅で手伝いをする。（洗濯・掃除）
	②最低限の家事動作を行う。スタッフは自宅での過ごし方を確認し、家での役割を持てるよう関わる（主に掃除・洗濯）。また、無精ヒゲや義歯を外して来所する事があり、乱れが見られる際は指摘し、改善で きるよう促す。

	
	
	
	③就労への意欲を探す。スタッフは就労への意欲を持てるように就労プログラムへの参加を促していくが、本人の意志で参加するよう見守る。


